
堺市美原保健センター

西本 夕紀

保健活動のために
堺市計画・実施・評価シート活用

と活動の実際
－地区診断への提案－



堺市の概況

全市 人口 838,455人

面積 149.99km2

堺区 147,316人 西区 133,706人

23.69km2 28.62km2

南区 154,978人 中区 122,256人

40.44km2 17.64km2

北区 155,563人 東区 85,384人

15.58km2 10.48km2

美原区 39,252人

保健師数125人 13.24km2



堺市保健師の配置状況
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中堅者で60％占める。多い30代



保健活動体制
 業務担当制と地区担当制の重層型

 受け持ち人口平均は12000人

 併用性のメリット・デメリットは全国同様
メリット デメリット

地区をみて実態に沿った保健活動
が可能

責任の不明確さゆえの住民への
不利益感

総合的な視点がある
地域を見て地区活動を見通す視
点の弱体化

（業務）専門性の獲得/発揮が可
能

業務量増加による地区活動への
しわ寄せ



堺市保健師活動【計画・実施・評価
シート】による取り組み
 ツールとして平成14年度から地域保健活動にシー
トを活用。

 保健師ならではの多様な工夫による質的情報を取
り入れ地域診断を実施し、地域を総体的に把握し

企画立案ができるようにシートを使用してきて
いる。

 業務としてはもちろん地区シートとしても効果的
に使用できるよう工夫。



地域診断 計画・実施・評価
シート活用の実際



【計画・実施・評価シート】



乳がん対策の取り組みのきっかけ

乳がん体験者の体験談・相談から
 入院中は若い女性が多かった

 本人と家族の負担が大きい

 早期発見の必要性を実感

 乳がん検診や自己検診の大切さを伝えたい



乳がん予防啓発の取り組み
～事業が開始された背景・地域のニーズ～
• 20人に1人が乳がんにかかる
• 毎年約1万人の方が亡くなっている
• 30～50歳代は死亡率、り患率第1位
• 乳がん検診の受診率が低い
＜平成１８年度堺市乳がん検診の実態＞

検診受診率：9.2％ がん発見数52人 早期がん19人
精密検査受診率75％
要精密検査：要精密検査受診者の5％が乳がんと判定

（疑いも含む）
・自己検診を実施している人

（堺保健センター管内乳がん検診受診者）

：30代 32.6％ 40代 40.9％ 50代 51.6％



目的

地域住民が乳がんの

予防・早期発見ができ

いきいきした毎日を過ごす



目標
地域住民が

１．乳がんについて正しい知識を知る

２．自己検診の方法が分かる

３．自己検診が実施できる

４．乳がん検診の受診方法が分かる

５．乳がん検診を受診する

６．自己検診と乳がん検診の受診を継続する

７．乳がん予防の大切さを伝え、広める



内容と方法
ポピュレーション（乳幼児健診でのＰＲ等

管内住民に対して、広く！）

地域（担当地域の壮年期の女性に！）

情報提供（パネル・チラシ・ポスター・広報など）

啓発・周知活動（関係機関の集まる場、壮年
期の女性が集まる場を通して、健康教育）



＜掲示依頼場所＞

•駅周辺（南海本線堺駅・南
海高野線堺東駅）の美容院
２７か所
•スポーツクラブ（コスパ・
マックスポーツ）など４か所
•銭湯（祥福の湯など） ７件

含め
計 １３６か所 １５０枚

平成２２年１月末現在

自然に地域に出向
く回数が増加する

効果も

乳がんポスター



ポスター掲示

美容院へ



地域住民が集まる機会をとらえて健康教育

若い人に聞かせ
たいね

今日から
しよう



実施評価
区内啓発普及：情報コーナー 5箇所

ポスター掲示：136箇所 のぼり7箇所設置

学校での実施2校 3歳児健診での配布421人

健康教育 30回1352人

地区での普及啓発

自治連合会・育児サークル・校区ボランティア
等集まりで実施ができた

住民から感想が聞けた

体験者が見つかり語ってもらえた



結果評価
 実態調査アンケートから市民の意識がわかった。

乳がん検診受けたことが
ある55％ 受けれる年齢になった 検診のメニュにあった

ない43％ 異常がない 面倒

受けるための条件は 女性スタッフ ・費用が安いこと

近くで受けれること

自己検診を
していない49％ 面倒 忘れる やり方知らない

 教育前後で知識が上昇 口コミの普及したい90％

 地域の健康教育で体験者が見つかり、健康教育に協力して
もらえた Ｍ区では乳がん体験者自主グループができた

 受診率21年度17.4％へ上昇



企画評価
従来おこなってきた啓発場所だけでなく情報提

供の場も広がり、銭湯、美容院、スポーツジムな
どにポスター掲示、自己検診のチラシの配架など
を実施した。その為の啓発資料である媒体の工夫
も行った。

地域住民の健康課題として、全体（地区活動

と業務担当）で取り組み、地域住民が多く集ま
るさまざまな機会をとらえ健康教育を行うよう
にした。ターゲットは育児中～壮年期の女性。
生活の場に密着した場で実施。



ﾏｸﾞﾈｯﾄ

配架枚数 １６８０ 枚

自己チェック
日を記入でき
るようにした

お風呂で
貼れるよ
うに



評価から次年度につなぐ
さらに効果的な広報活動の工夫が必要

医療機関と連携も視野にいれること

口コミで広げるため地区活動は重要

学校保健への広がり

自治連合会・育児サークル参加者・

校区ボランティアとの協働

乳がん体験者との普及啓発へ

受診率・早期発見率等の変化確認



地区診断
住民主体の目
的・目標設定

実施内容の

具体化

評価の観点・
指標の設定

保健師活
動の実践

評価
継続した
保健活動

ＰＬＡＮ

地区診断・課題整理

目的・目標設定

対象者選定

実施計画

ＤＯ実施

ＣＨＥＣＫ

実施評価（ＯＵＴＰＵＴ）

結果評価（ＯＵＴＣＯＭＥ）

ＡＣＴＩＯＮ

課題調整

改善

ＰＤＣＡサイクルで事業す
ることで評価の視点を持つ
ことの大切さがわかる

評価が出せる事業ができ
る

計画に主体的に関与する

繰り返すとスーパーゴール
へ！ 楽しさ 充実感！！

ＰＤＣＡしたら≪やった感≫を感じる！



国立保健医療科学院での研修に参加
して、
外部から堺市活動への公評いただい
たことで元気が出た

この活動を次世代保健師につないで
いこう！



事業評価研修を実施

中堅保健師が、地域における保健活動から明確にした
健康課題と地区診断を実施し、現状の活動や事業の
見直しを行うための、「保健活動・事業評価シート」の作
成や活用方法を身につける。

その結果、研修参加者が公衆衛生看護活動を担う、専
門職のリーダーとして、その役割を果たす人材となる。

国立保健医療科学院管理者コース修了者がファシリテーターとなった



研修の目標

①現状分析から課題を抽出し、住民主体の目的・目標を設
定できる。

②先を見通した、対策・目標解決の方法が具体的に設定で
きる。

③評価指標・達成度はＰＤＣＡのＰｌａｎの段階で想定で
きる。

④保健活動・事業評価シートに基づき効果的な保健活動実
践できる。

⑤未来を見通し、介入した結果見通した方向にどれだけ近
付けたかを評価する。

⑥保健活動・事業評価シートを通して、保健センター内で
の共通認識のもと継続した保健活動を実践できる。



日 時 内 容

～平成21年２月２日 事前準備 担当地区診断の情報整理
国立保健医療科学院の「保健活動・事業評価シート」に
記入

平成21年３月２日 講義

グループワーク

「保健活動（事業）の評価」
講師：国立保健医療科学院 主任研究官
中板育美先生

「保健活動・事業評価シート」の意見交換・修正

平成21年３月～４月 グループ毎に集合 「保健活動・事業評価シート」の意見交換・修正
新年度にあたりテーマを含めて変更もあり。
グループ毎に２～３回のグループワークを実施

平成21年４月３０日 「シート」の取り組
み状況報告

全体で「保健活動・事業評価シート」の発表と意見交換

～平成21年７月１０
日

21年度「保健活動・事業評価シート」を完成。提出。

平成21年８月３日 中間評価・講評
グループワーク

国立保健医療科学院 主任研究官 中板育美先生
各グループで１事例、残り事例はグループで発表。意見
交換・修正を行う。これ以降、シートに基づいて実践。

平成21年１２月７日 進捗状況報告会
グループワーク

各グループ１事例、残り事例はグループで発表。意見交
換。
研修受講の評価アンケート・意見交換実施。

平成22年２月５日頃 グループ毎に集合 グループワークを実施。実践の評価・意見交換。

平成22年３月８日 講義・講評・総括 国立保健医療科学院 主任研究官 中板育美先生
各グループで１事例の発表。
ファシリテーターからの報告。



研修で学んだこと

・限られた紙面に分かりやすく、簡潔に文章を表現すること、誰
が見ても分かるシートを書くことが大切と。

・シートを書くことが目的ではなくて、良い保健活動ができるた
めのツールである。

・同じ内容を考えていても、住民を主語にすることで表現方法が
かわっていき、どうしたら人に伝わるのかということを考える
ようになった。

・目的、目標を明確にすることで何の為に行うかということを常
に意識してかくことができた。

・企画評価・実施評価・結果評価などひとつずつ見ていく視点が
必要であると思った。

・地域活動は続いていくものなので、今後の課題をどうフィード
バックしていくかシートで表すことが大切と感じた。

・保健師がこうしたいではなくて地域住民がこうなってほしい、
そのためにどうするのか。結果、市民に対して何が還元できた
かが大事であるということを学んだ。



見る・見せることで保健師一人ひとりの
自信につながった！
 評価が明確になり目標を持った活動ができる

成果が見えるし、結果を見せることができる

異動となってもつなぐことができる

 住民視点で目的・目標を設定することで住民を主役にした保
健師活動へつながる

 （同職種・他職種・上司）にも見せることができる。

 ＰＤＣＡサイクルを意識し、あらかじめ評価指標を設定すること
で、結果が得やすい。

 結果が出せたことで自信がついた。専門性を発揮した活動が
でき 元気に！！

28

外部講師からの評価で市保健師に元気が出た


